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◇氏名 

① 所属 

② 連絡先  

③ 学歴や職歴 

④ 専門分野、業績 

⑤ 趣味など個人の紹介 

⑥ 読者へのメッセージ 

 

◇朝田 良子（あさだ りょうこ） 

 

① 公立大学法人大阪 大阪府立大学大学院 工学研究科 量子放射線系専攻 助教 

公立大学法人大阪 大阪府立大学 研究推進機構 放射線研究センター 助教 

同 研究推進機構 微生物制御研究センター 運営幹事 

 

② 連絡先：Tel/Fax：072-254-9675, e-mail： asada@riast.osakafu-u.ac.jp 

③ 博士（工学）大阪市立大学 

主な職歴： 

1997 UHA味覚糖㈱ 研究開発デパートメント 

 2009 大阪物療専門学校 講師 

 2013 （兼務）大阪市立大学大学院医学系研究科 RI実験施設 研究員 

 2015 大阪物療大学 保健医療学部 講師 

 2018 大阪府立大学大学院 工学研究科 量子放射線系専攻 助教 現在に至る 

④ これまで、がん治療におけるハイパーサーミア（温熱療法）と放射線の併用、抗がん効果を有

する抗酸化物質の探索を行いながら、温熱や放射線により誘導される細胞応答の研究を行って

きました。現在は、主に食品微生物において、従来の加熱殺菌処理で問題となる損傷菌の研究

を行っております。特に、細菌芽胞の発芽機構、修復機構の解析と定量から、損傷菌の発生予

測モデル、放射線や各種薬剤等を併用した制御法の確立を目指して取り組んでいます（化学と

生物、59(2)、2021. 実践 微生物制御による食品衛生管理 第 2編 第 3章 微生物コントロー

ルにおける損傷菌の問題と対策、NTS、2020.他）。現在は主に日本防菌防黴学会（広報委員）、

日本放射線影響学会（キャリアパス・男女共同参画委員）、日本アイソトープ協会（第 2 期 理

工・ライフサイエンス部会委員）、日本ハイパーサーミア学会（代議員、指導教育者）にて活

動しております。 

⑤ 映画鑑賞。好きなジャンルは SFアクション映画で、特に Star Warsと MARVELシリーズ作品は

全て網羅しています。 

 

⑥ 長年、放射線教育の現場におりましたが、研究の世界に移り、新たな研究課題に奮闘する日々

会 員 の 紹 介 
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を過ごしています。「いつも笑顔で前向きに」をモットーにこれからも進んでいきたいと思っ

ております。ご指導よろしくお願いします。 

 

 

 
 

 

 

 

日時 2021年 8月 2日 13：30～17：00 

場所 サンエイビル 3階電子科学研究所講義室（大阪市中央区南船場 3-3-27） 

 

プログラム 

 

会長挨拶                             大阪ニュークリアサイエンス協会  松村孝夫 

ONSA の事業と協会賞について                  大阪ニュークリアサイエンス協会  奥田修一 

 

1. 質量分析イメージング法による PET診断用低酸素イメージング剤の腫瘍内集積機序の解明： 

薬物相互作用の探索，創薬への展開 （50分) 

京都大学 医学部附属病院  志水陽一 

ニトロイミダゾールを母核に有する PET 診断用低酸素イメージング剤は、低酸素環境下細胞

内の還元代謝により低酸素特異的に集積すると考えられてきたが、その詳細は不明であった。

本講演では、化学形態を区別して組織内分布を可視化できる質量分析イメージング法を用いた

本薬剤の腫瘍低酸素組織への集積機序の解明、集積機序に基づく本薬剤の薬物相互作用の探索、

腫瘍低酸素の PET診断により最適な薬剤開発への展開について紹介する。 

 

（休憩） 

   
2. 低線量 X動画イメージングによる新しい肺機能画像診断技術の創出  

― 息止めしないレントゲン検査 ―  (50 分） 

金沢大学 医薬保健研究域  田中利恵 

「大きく息をすって～、ゆっくりはいてくださ～い。はい、ゆっくりすってくださ～い。撮影

終了です」。このような合図で呼吸状態を撮影した胸部 X線動画像には、横隔膜や胸郭の動き、

肺血管・気管支の密度変化に起因する白黒濃淡変化が描出されている。これらの動的変化を数

値化・可視化することで、造影剤や放射線医薬品を用いない肺機能画像診断を実現した。本講

演では、開発した動画解析技術と最新の臨床研究成果を紹介する。 

 
3. 表面を一原子層単位の深さ精度で磁性探査できる新技術を開発  

― 鉄の磁石の「表面の謎」を解明！― (50分)    

量子科学技術研究開発機構 量子ビーム科学部門  三井隆也 

量子科学技術研究開発機構は、放射光から放射性同位体線源よりも 10万倍も輝度の高いγ線

を発生させる技術を独自開発して材料研究に応用している。最近、この新しい量子ビームを用

い、金属表面の磁性を原子層単位の深さ精度で調べる手法を実用化することで、40年前に予言

された鉄の表面の磁力が原子層毎に増減する現象の観測に初めて成功した。本講演では、一原

子層単位での局所磁性探査法の原理から応用までを紹介する。 
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